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西部地区社協だより 
回覧 

 

第２８３号 ２０２２年１０月号 

西部地区社会福祉協議会（西部福祉センター内） 

TEL７２－６６１６ FAＸ７２－６６１０ 

題字：安城西中学校 美術部 荻野
お ぎ の

 優花
ゆ う か

さん 

高棚町で自主防災訓練 

８月２８日（日）に高棚町で自主防災訓練が実施されました。 

当日は、各戸で黄色の「無事です」タオルを掲示し、班ごとの避難集合場

所に集まる安否確認訓練のほか、自主防災会役員による災害対策本部の開設

やブロック長による災害無線訓練などが行われました。コロナ禍の影響で規

模を縮小した内容での実施となりましたが、充実した訓練となりました。 

 

 

 

▲無線による町内の模擬的な被害状況の報告・確認訓練 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

二本木町内会で「地区防災計画」を策定しています！ 

  今年度、二本木町内会では、安城市の地区防災計画策定事業に取り組んでいます。 

地域の特性に合わせた防災計画を作るために、町内会役員、組長、民生委員、自主防災

会、子ども会の代表などが集まり、ワークショップを行っています。 

今回は、これまでのワークショップの内容を簡単にご紹介します。 

 

ワークショップ１ 地区の自慢・特徴を考える（6/19） 

【地域の強み】 

・中学生と町内会のつながり（花壇づくり） 

・365日毎朝ラジオ体操 

・町内一斉清掃は参加率が高い 

・マンションへの新規居住者が増え、全体の人口増に 

  つながっている 等 

ワークショップ２ 災害時の不安・課題出しと防災活動メニューアイデア出し（7/17） 

【災害時の不安や課題】 

避難所の収容人数、安否確認の方法、避難ルートの確保、 

  避難所生活の不安、備蓄品の量がわからない 等 

【防災活動メニューアイデア】 

  避難所開設・運営訓練、避難所模擬体験、 

  各地区の避難ルートの作成、避難所までの移動訓練、 

  安否確認訓練、要支援者の名簿整理・避難訓練、 

  年齢・性別ごとの備蓄品おすすめリストの作成 等 

ワークショップ３ 防災活動メニューの企画書の作成（8/21） 

【各グループの防災活動メニューの名称】 

 ・災害時要支援者の避難誘導手引書の作成 

 ・きて、みて、さわって避難所の衣食住 

 ・地震です、大丈夫ですか？（安否確認） 

 ・備蓄品おすすめリストの作成会 

 ・停電体験訓練 

 ・我が家で 1日避難生活 

 ワークショップでは、様々な立場の人が集まって話し合うことで、地域のことをより

深く知ることができ、防災に対する意識を高める機会にもなっています。 

 これまでのワークショップで、住民が災害時に不安に思っていることが浮き彫りにな

りました。災害時の備えや対策は、町内会の役員や自主防災会だけでできるものではあ

りません。住民一人ひとりの日ごろの備えや対策、地域での助け合い、支え合いが大切

だと改めて感じました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


